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１ は じ め に 

 

 福島県浜通り地方は太平洋沿岸部に位置し、冬季

の気候が温暖多日照であるため、施設園芸に適した

地域である。一方、現地では水稲の育苗ハウスを利

用した園芸品目の導入が課題となっている。そこで、

低温性花きであるスプレーストックの 3 月彼岸向け

無加温栽培技術を確立したので報告する。 

 

２ 試 験 方 法 

 

 本試験は 2007 年度から 2010 年度まで行い、耕種

概要は以下のとおりであった。 

 供試品種はホワイトカルテット。栽植密度は 15cm

×15cm×5 条植え。施肥量(kg/a)は窒素を 2.3kg、リ

ン酸を 1.9kg、カリウムを 2.2kg とした。苗は本葉 3

葉展開期に定植した。無加温のパイプハウス内で栽

培し、日中は 20℃を目安に換気をして、夜間は 5℃

を目安に保温した。摘心は破蕾から１花着色時まで

に頂花を摘み取った。採花は 10 輪開花時に行った。 

（1）試験 1：播種時期の検討 

 播種時期は、2007 年度が 8 月下旬、9 月中旬、10

月上旬、10 月下旬、2008 年度が 9 月下旬、10 月上

旬、10 月中旬、2009 年度が 10 月上旬、10 月中旬、

10 月下旬、2010 年度が 9 月下旬、10 月上旬、10 月

中旬とした。播種日は表 1 に記載した。なお 2008、

2009 年度は 11 月上旬から、2007、2010 年度は 11

月中旬から内カーテンによる夜間保温を行った。 

（2）試験 2：保温方法の検討 

 2008、2009 年度は、内カーテン区、ホカホカマッ

ト区、無保温区の 3 区で比較した。無保温区はハウ

スのみ、内カーテン区は内カーテンによる夜間 2 重

保温、ホカホカマット区はベッドごとの支柱トンネ

ル上にホカホカマットを被覆する夜間 2 重保温とし

た。2010 年度は内カーテン保温の開始時期を 11 月

中旬と 12 月中旬で比較した。保温時刻は 16 時頃か

ら 9時頃までとし、終了時期は 2月末日までとした。 

 

３ 試験結果及び考察 

 

（1）播種時期の検討 

 2007 年度は 9 月中旬より後から 10 月下旬より前

の播種により、目標採花時期とする 2 月 6 半旬から

3月 4半旬までに採花盛期になると考えられた。2008

年度は全播種時期で彼岸前に採花盛期を迎えた。こ

れは暖冬年であったため、生育及び開花が前進した

と考えられた。2009 年度は 10 月上旬播種が彼岸前

に採花盛期を迎えた。この年は 2 月の冷え込みが厳

しく生育が遅延したと考えられた。2010 年度は 9 月

下旬播種が彼岸前に採花盛期を迎えた。この年は 1

月と 3 月に例年を下回る低温となり、生育と開花の

遅延のため最も遅い開花であった。（表 1、図 1） 

暖冬年はハウス内温度を低めに管理することで開

花を遅らせることができるが、厳冬年は生育の遅れ

を取り戻すことが困難と予測されるため、9 月下旬

の播種が 3 月彼岸向けに適していると考えられた。 

（2）保温方法の検討 



 夜間保温を行った区が、70cm 規格の切り花の割合

を 100％確保できた。一方、無保温区は上位規格が

確保できず（表 2）、また厳冬年は凍害による表皮剥

離が生じて商品価値を失った（データ省略）。このこ

とから夜間保温は必要であると考えられた。 

 厳冬年に内カーテン区は 3 月彼岸前に採花盛期を

迎えたが、ホカホカマット区は間に合わなかった（表

3）。これは内カーテンの保温効率がホカホカマット

より高いことが要因として考えられた（図 2）。開閉

の作業性でも内カーテンによる管理が簡易であった

ため、保温方法は内カーテンが適していると考えら

れた。 

 保温開始時期は、11 月中旬から行うことで 3 月彼

岸前に採花盛期を迎えることができた（表 4）。 

４ ま と め 

 以上の結果から、福島県浜通り平坦部において 3

月彼岸向けにスプレーストックを無加温栽培する場

合、播種時期は 9 月下旬とし、保温方法は 11 月中旬

から内カーテンによる夜間 2 重保温が適切であると

考えられた。 

表 1 試験における播種日と採花時期 

始期 盛期 終期
8月下旬 8/27 1/10 1/21 2/7
9月中旬 9/14 2/7 2/14 2/22
10月上旬 10/5 3/7 3/13 3/16
10月下旬 10/24 3/19 3/23 3/23
9月下旬 9/26 2/25 2/27 3/13
10月上旬 10/6 2/27 3/6 3/13
10月中旬 10/16 3/7 3/11 3/16
10月上旬 10/5 3/12 3/18 3/23
10月中旬 10/15 3/18 3/26 4/5
10月下旬 10/26 3/26 3/31 4/2
9月下旬 9/24 3/15 3/17 3/23
10月上旬 10/6 3/17 3/23 3/25
10月中旬 10/15 4/1 4/4 4/8

採花期
播種時期年度 播種日

注1：採花期は、始期が総採花本数の10％、盛期が総採花本数の
　　50％、終期が総採花本数の90％に到達した日とした。

2007

2008

2009

2010

図 1 月別日平均気温の比較 

注 1:データは気象庁のアメダス相馬の値。 

表 2 保温が切り花の規格に及ぼす影響 

70cm 60cm 50cm
内カーテン 100 0 0
ホカホカマット 100 0 0

無保温 0 100 0
内カーテン 100 0 0
ホカホカマット 100 0 0

無保温 0 33 67

2009年 10月上旬

注1）規格割合はJAあいづのものを参考とした。

規格割合(%)

2008年 9月下旬

播種時期 保温方法試験年度

表 3 保温方法による採花期の違い 

始期 盛期 終期

内カーテン 2/25 2/27 3/13
ホカホカマット 3/7 3/13 3/18

内カーテン 3/12 3/18 3/23
ホカホカマット 3/15 3/23 3/31

2009年

2008年

播種期 保温方法
採花期

試験年度

9月下旬

10月上旬

図 2 夜間保温時の気温推移 

注 1:グラフは 2010 年 2 月 6～7 日の測定値。 

表 4 保温開始時期が採花期に与える影響 

始期 盛期 終期

11月中旬 3/15 3/17 3/23

12月中旬 3/15 3/20 3/29

保温開始
時期

採花期(月/日)

2010年9月下旬

播種期

-




